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1 研究の背景と課題 

1.1 研究背景 

スマートフォンの普及とともに，定額制の音楽配信サー

ビス利用率がこの数年で一気に上がってきている．しかし，

音楽配信サービスにおいてユーザの嗜好に沿った楽曲を推

薦することは難しい．それを可能にするためにはリアリテ

ィのある詳細な情報をペルソナとして設定する必要がある． 

1.2 研究課題 

従来のターゲットマーケティングを基盤にどのような

要素を組み合わせれば，ペルソナマーケティングへと応用

できるかを分析し，新たな推薦方法を提案することを課題

とする． 

1.3 研究目的 

本研究は上記の背景と課題を踏まえ，重要なペルソナの

属性を定義すれば，楽曲推薦の精度向上およびユーザ経験

の向上が可能と考え，研究を行った． 

2 関連研究 

2.1 ペルソナ 

セグメントによる分類を利用しつつ，より詳しい行動，

その理由を把握する．加えて，ユーザの感情の変化を分析

し分野に特化した人物像を創造し，顧客自身が気付かない

潜在ニーズを解明する． 

 
図 2.1 ペルソナの定義 

2.2 Web API 

サービス提供者が利用者に提供するインタフェースで

ありHTTP/HTTPSベースのため，異なるプログラミング言

語で開発されたアプリケーション間でも連携することが可

能である．また，ブラウザ上でも利用可能で他のAPIより

汎用性が高い． 

 
図 2.2 WebAPIの利用例 

2.3 レコメンドシステム 

ユーザの嗜好情報を蓄積し，嗜好の類似した他のユーザ

情報を用いて楽曲を推薦することができる方法論である．

しかし，過去の視聴パターンを基に分析するため，リコメ

ンド対象がデータ量の多いメジャーな楽曲に偏ってしまい

マイナーでニッチな楽曲がリコメンドできないという欠点

がある．以下に示す図はExploratoryを用いたRでの，数値

化された特徴量の相関行列である． 

 
図 2.3 特徴量の相関行列 

 

2.4 セマンティック技術 

ユーザや楽曲から取得したメタデータをシステム自ら

分析することができ，ペルソナと嗜好楽曲の関連性を見出

し楽曲推薦システムの改善に活用できると考えられる． 

 
図 2.4 特徴量 tempoが他の特徴量に与える影響 

3 アプローチ 

音楽配信サービスのWebAPIから抽出した楽曲の嗜好を

ペルソナとして定義し楽曲推薦を行い，ユーザが普段聴い

ている楽曲とは違うアーティストやジャンルで気に入る楽

曲が見つかる手法を提案する． 

 
図 3.1 アプローチ 

 

 



 

4 提案方法 

4.1 ペルソナの作成 

 
図 4.1 ペルソナ作成 

4.2 プレイリストの作成 

作成されたペルソナを用いて，ユーザ群から作成された

ペルソナの中から楽曲推薦対象のペルソナと類似している

ペルソナを抜粋し，プレイリストを作成する． 

5 適用 

5.1 適用方法 

実際に音楽配信サービスを利用するユーザの情報と再

生履歴などの利用情報を取得し，スケルトンを作成する．

次にストーリーを含んだペルソナを作成する． 

5.2 スケルトンの作成 

音楽配信サービスを利用しているユーザに関する情報と

利用目的，SpotifyのWebAPIで取得できる楽曲特徴量をス

ケルトンの属性として設定する． 

5.3 ペルソナの作成 

(1) スケルトンを基に対応する属性に値を設定する． 

(2) スケルトンの属性に設定された値を基にペルソナ

を作成する． 

5.4 プレイリストの作成 

作成されたペルソナを用いて，プレイリストを作成する． 

ペルソナ属性に寄与している値を用いて，近似した値を

持つアルバムやアーティスト，トラックなどを取得． 

ユーザに推薦するプレイリストを作成し，ユーザが利用

することで評価を得る． 

6 期待効果 

(1) 関連研究において，WebAPI を用いることで特徴

量を取得し，要素を容易に捉えることが可能なた

め，動的な変化に対応できると考えられる． 

(2) ユーザが音楽配信サービスを利用し，データを蓄

積していくことで実際の人物に近いペルソナを作

成することができ，サービスに特化した人物像か

ら楽曲推薦の精度向上に貢献すると考えられる． 

(3) 提案方法の例では，楽曲推薦に利用するペルソナ

を作成し，対象のペルソナ目標を達成できるよう

に設定した．これによりペルソナ属性の定義方法

が明確になれば，より一層ユーザ経験が向上する

と考えられる． 

7 今後の課題 

(1) 提案したペルソナ設計に実際のユーザの利用デー

タを複数適用する． 

(2) 静的なデータでは考慮可能ではないため，時間軸を

含めて検証する． 

8 まとめ 

ペルソナはユーザに対するバリューを定義し，UI設計に

おいて重要な役割を持つモデルである．本研究では音楽配

信サービスの利用に関するユーザ経験として，嗜好に沿っ

た未知のジャンルやアーティストなどの楽曲を推薦して欲

しいということが挙げられる． 

そのために，フィルタリングによってサービスだけでな

くペルソナの定義に必要な要素が明らかになる．楽曲情報

のテキストデータを数値化，相関関係を分析することで嗜

好を視覚化し，満足度の高い楽曲推薦方法を提案する．提

案方法を実際のユーザに適用し，効果を評価する． 
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